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１．カード登録(一括)
～新規登録モード～
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１．一括取込用データ準備

一括取り込み用のExcelファイルを作成します
テンプレートは事前に提供いたします。

項目 説明

IDｍ－UID 必須入力項目。
FelicaのIDm、またはMifareのUIDを指定します。

カードID情報１～４ IDm,UID以外に、カードに書き込まれている情報を使用する場合のみ必須入力。
カードから読取可能な、利用者を一意に識別する情報を記載します。
※詳細はヒアリングにて決定しますので、導入時に担当スタッフよりご説明します。

認証エリア IDm,UID以外に、カードに書き込まれている情報を使用する場合のみ必須入力。
カード内から『認証エリア』とみなす1ブロック分のデータ文字列を記載します。
※詳細はヒアリングにて決定しますので、導入時に担当スタッフよりご説明します。

利用開始日 カードの有効期間の開始日を「YYYYMMDD」で指定します。未指定の場合は全期間となります。
利用停止されていないカードとの期間重複はエラーとなります。

有効期限 カードの有効期間の終了日を「YYYYMMDD」で指定します。未指定の場合は全期間となります。
利用停止されていないカードとの期間重複はエラーとなります。

ユーザID 登録するカードを紐づけるユーザIDを指定します。
存在しないID、システム利用資格が停止されたIDはエラーとなります。

利用開始日～有効期限が有効期
間となります。
この期間以外では、このカード
は利用できません。
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※有効期限を過ぎたカードは

自動で利用停止されます
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２．登録実行

メニューより、［ICカード一括登録］を選択します。
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作成したExcelファイルを指定し［一括登録］を押下します。

実際の登録は行わず、エラーチェックのみ行う
こともできます。

作成したEXCELファイルを指定します。

２．登録実行

新規登録のみの場合、データ登録方法は
ここを選択します。
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ダイアログが表示され、処理を開始します。
［処理実行］または［処理実行と状況確認］を押下することで、
処理がバックグラウンドで実行されます。

[処理実行]の場合、実行登録のみ。
[処理実行と状況確認]の場合、実行登録と共に、処理結果確認
画面へと遷移します。

ここでは「処理実行と状況確認」を選択した場合で説明します。

２．登録実行 5
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２．登録実行

実行準備が整うと、「通知あり」ボタンが
表示されます。

表示内容は「検索」ボタンクリックか、時
間経過で更新されます。

「実行」ボタンをクリックして処理を開始
します。
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３．処理結果を確認する

「ステータス」が「処理終了」になると処理結果を確認できます。

ファイルをダウンロードして実行結果の
詳細を確認できます

「処理結果」が「エラー」のデータは登録されません。
「メッセージ」に記載のエラー理由を解消して、再実行して
ください。
登録されたデータは「処理結果」が「正常終了」となります。
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２．カード登録(一括)
～更新モード～
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１．新規登録モードとの違い

更新モードは新規登録モードの拡張機能です。

更新モードでは一括取込用ファイル指定内容と、登録済みカード情報から、

以下の4つの操作が自動的に判断され、実行されます。

処理内容

新規登録 一括取込用ファイルで指定する有効期間が、そのユーザの他のカードの有効期間と重複しない
場合、新しくカード情報を登録する。

利用停止のみ 一括取込用ファイルにユーザIDだけ指定されている場合、そのユーザに登録されたカードを全
て利用停止する。
かつ、そのユーザのシステム利用資格を無効にする。

登録情報更新 一括取込用ファイルで指定するユーザIDに、同じく指定するカードIDと同じカードが登録済み
の場合、ファイルの内容で登録情報を更新する。

利用停止＆新規登録 一括取込用ファイルで指定する有効期間が、そのユーザの他のカードの有効期間と重複する
場合、登録済みのカードを利用停止してから新しくカード情報を登録する。

※一括取込用ファイルの指定方法を誤ると、意図せずカードが利用停止されたり、利用不可になります。
実行前にはチェックモードで処理内容を確認することを強く推奨します。

※以下、カードを特定する情報を指して「カードID」と記載しています。
⇒運用カードタイプ「D」の場合は「IDｍ，UID」のこと、
運用カードタイプ「F」の場合は「カードID情報1～4」のことです。
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（参考）更新モードで実行される処理 10

登録済カードの有効期間

ファイルで指定する有効期間

新規登録モードで実行

登録済カードがない、または、利用開始日～有効期限の期間が重複しない

登録済カードの有効期間

ファイルで指定する有効期間

利用停止＆新規登録モードで実行

登録済カードと利用開始日～有効期限の期間が重複する

新しいカード（新しいカードID）の登録

登録済のカードの更新

登録情報更新モードで実行

登録済カードと同じカードID

利用停止のみモードで実行

取込ファイルの内容がユーザIDのみ

※有効期限の更新など ※退職時の利用停止など

※紛失時の再発行など

※カード更新時期の新カードの登録など

※「カードID」
⇒運用カードタイプ「D」の場合は「IDｍ，UID」
運用カードタイプ「F」の場合は「カードID情報1～4」
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２．一括取込用データ準備

一括取り込み用のExcelファイルは新規登録モードと同じ形式です。

「利用停止のみ」で実行したいときは、
対象ユーザの「ユーザID」だけ指定します。

項目 説明

各項目に指定する内容は、新規登録モードと同じ
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※前ページをご確認いただき、指定内容に誤りのないようご注意ください。
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作成したExcelファイルを指定し［一括登録］を押下します。

その後は新規登録モードと同じです。

一度「事前チェックのみ」で実行して確認することを推奨します。

チェック内容確認後は、チェックを外して改めて実行することを
忘れないように注意してください。

作成したEXCELファイルを指定します。

２．登録実行

更新の場合、データ登録方法はここを選
択します。
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３．処理結果を確認する

「事前チェックのみ」の場合も、チェック結果はファイルで確認できます。

更新モードでは処理結果に「正常終了」だけでなく、
「正常終了（新規登録）」など、どの処理が実行されるかを出
力します。
意図した処理が実行されているかご確認ください。
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３．カード登録(個別)



© Japan System Techniques Co., Ltd.

２．カードを登録する

メニューより、［ICカード情報個別登録］を選択します
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２．カードを登録する

利用者区分は「会員」のまま、カードを登録するユーザIDを入力し、

検索ボタンをクリックするとカード情報一覧が表示されます。

※登録済のカード情報がない場合、「対象データがありません」と表示
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２．カードを登録する

「新規」ボタンをクリックすると、カード情報編集エリアが表示されます。

※運用カードタイプが「F」の場合
※運用カードタイプが「D」の場合

※「運用カードタイプ」はシステムの固定値です。

導入時のヒアリングで決定します。
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利用開始日～有効期限が有効期間となります。
この期間以外では、このカードは利用できません。

※有効期限を過ぎたカードは自動で利用停止されます
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２．カードを登録する

表示されたユーザIDへ紐づけるカード情報を入力し、「確定」ボタンをクリックします。

※各項目に入力する値は

「1.カード登録（一括）」－「1.一括取込用データ準備」を参照
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２．カードを登録する

利用停止されていないカードと利用期間が重複するカードは登録できません。
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３．カード情報を変更する

登録済のカード情報は変更することができます。

検索結果の「利用者番号」をクリックします。

※「利用状態」が「利用停止」の場合、

「利用者番号」はクリックできません。

既に決済に利用したカードの「IDｍ－UID」は変更できません。
利用停止⇒新カード登録を行ってください
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４.カード利用停止・解除
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１．カードを利用停止する

メニューより、［ICカード利用停止(管理者)］を選択します。
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１．カードを利用停止する

利用停止するカードの利用者を検索し、「利用状態」をクリックすると「停止」ボタ
ンが表示されます。
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１．カードを利用停止する

「停止」ボタンをクリックして「利用状態」が「利用停止」になると、

カードの利用停止の完了です。
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２．利用停止を解除する

利用停止を解除するカードの利用者を検索し、「利用状態」をクリックすると

「解除」ボタンが表示されます。
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２．利用停止を解除する

「解除」ボタンをクリックして「利用状態」が「利用中」になると、

カードの利用停止解除の完了です。
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カードの利用停止と同時に、システムの利用資格を停止することができます。

チェックがONになったとき確認ダイアログが
表示されます。
システムの利用資格を停止すると、該当ユーザ
はシステムへのログイン・決済を行えなくなり
ます。
またカードの追加・解除や払い出しの処理対象
に指定できないことに注意してください。

3 ．同時にシステムの利用資格を停止する 27
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「実行と同時にシステムの利用資格を停止する」をチェックして、「停止」ボタンを
クリックすると、カードの利用停止と同時に、システムの利用資格を停止できます。

3 ．同時にシステムの利用資格を停止する 28
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停止したシステム利用資格を再開する場合は、ユーザ情報編集画面で利用者の

システム利用資格停止フラグのチェックを外してください。

メニューより、［ユーザー個別編集］を選択
します。
ユーザ情報を入力し、検索ボタンをクリック
するとユーザー一覧が表示されます。
「ユーザID」をクリックするとユーザ情報編
集画面が表示されます。

システム利用資格停止フラグの
チェックを外して、確定ボタン
をクリックすると停止したシス
テム利用資格を再開することが
できます。

3 ．同時にシステムの利用資格を停止する 29
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